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●夏休みミニ企画展 ｢弓矢の歴史｣
　縄文時代から現代まで、狩猟具
や武器など様々な用途に使われて
きた弓矢の歴史を、那須にまつわ
る出土品とともに分かりやすく紹
介します。
会期　7月21日（土）～8月26日（日）
場所　県立なす風土記の丘資料館
観覧料金　一般100円、学生50円、
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日
●土器をつくろう！
日時　7月22日（日）午前9時～正午
定員　20名（土器焼きにも参加できる方）
参加費　無料
内容　本物の縄文土器をお手本に
　　　土器をつくります
●土器を焼こう！
日時　8月26日（日）
　　　午前9時～午後4時
対象　7月22日の土器づくり参加者
参加費　無料
内容　乾かした土器を野焼きで焼
　　　きあげます
●弓矢をつくろう！
日時　8月5日（日）・19日（日）
　　　午前9時～正午
定員　各日20名　参加費　無料
内容　石の矢じりと矢・弓をつく
　　　り、試し打ちをします
※イベント会場は県立なす風土記
の丘資料館です。
●県内史跡見学会
日時　7月29日（日）
　　　午前8時30分～午後5時
定員　50名　参加費　1,000円
内容　栃木県南地域の大型古墳な
　　　どを巡ります
集合場所　
県立なす風土記の丘資料館
申し込み・問い合わせ
栃木県立なす風土記の丘資料館
那須郡那珂川町小川3789
☎0287-96-3366　FAX0287-96-3340
URL　http://www.nasufudoki.com/

会期　7月21日(土)～8月26日(日) 
開催場所　大田原市なす風土記の丘
　　　　　湯津上資料館
観覧料金　一般100円、学生50円
　　　　　中学生以下は無料
休館日　月曜日
※各風土記の丘資料館の観覧料で、
当日限り両資料館とも観覧できま
す。
問い合わせ　大田原市なす風土記の
　　　　　　丘湯津上資料館
☎0287－98－3322　FAX0287－98－3323

日時　9月9日（日）午後2時～4時
　　　9月20日（木）午後2時～4時
場所　宇都宮市東市民活動センター
申込期間　7月2日（月）～31日（火）
対象者　現在この資格を有し、有効
期限が平成25年3月31日までの方
問い合わせ　公益財団法人とちぎ建

設技術センター　研修課
☎028－626－3187

◆訓練科・定員・訓練期間
科　名 定 員 訓練期間
機械加工科 5名 平成24年10月

5日～平成25年
3月22日（6ヶ月
間）

ＮＣ機械科 10名

観光サービス科 10名

◆募集期間　
　8月1日（水）～8月24日（金）
◆入校選考　　9月7日（金）
　適性試験、面接、志願理由書
◆訓練対象者　  
　求職活動をしている方、新たな職
業に就こうとしている方
◆応募手続き  住所地の公共職業安
定所（ハローワーク）にお申し込み
ください。
◆問い合わせ　栃木県立県北産業技

術専門校　職業能力開発担当
☎0287－64－4000

　住民基本台帳法の一部改正によ
り、住民票の交付請求などの際に、窓
口で本人確認を厳格化しています。ま
た銀行などの金融窓口でも、本人確
認を求められる場合があります。
　「写真付き住基カード」はこのよう
なさまざまな手続きで運転免許証と
同様に公的な身分証明として利用で
きます。また、確定申告などの電子申請

（e
イータックス

-Tax）の際に必要となる電子証明
書を組み込むことができます。
○手数料　住基カードの交付　500
円（電子証明書発行は別途　500円）
○その他　住基カードの有効期限は
10年（電子証明書の有効期限は3年
ですが、住所や姓に変更が生じた場
合失効しますので改めて発行手続き
が必要です。）
問い合わせ　住民生活課

☎0287－92－1112

※住民基本台帳カード総合情報サイトより引用

応募資格　
県内の小学校に在籍する児童
応募規程
・（題材）　公園に関するもの
・（大きさ）　四つ切の画用紙
・（彩色方法）　自由
・作品は未発表のものに限る
応募期間　7月20日～9月6日
応募上の注意
応募は、在籍している学校を通して
提出してください。
送り先・問い合わせ　
〒321－0152 宇都宮市西川田4-1-1
　栃木県公園事務所総務課

☎028－658－0128

第35回小学生公園絵画展
作品募集のお知らせ

住民基本台帳カード（住基カード）
をご利用ください

県立なす風土記の丘資料館
夏休みミニ企画展およびイベントのご案内

夏休み企画展｢探検！大田原の遺跡
～浅香内遺跡群～｣のご案内

下水道排水設備工事責任技術者
更新講習会のお知らせ

栃木県立県北産業技術専門校
訓練生（10月コース）募集
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縄
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縄
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7 月 1 日現在の人口
（住民基本台帳）

 　男　	 9,389 人（－  8 ）
 　女　	 9,304 人（－ 17）
 　計　18,693 人（－ 25）
 世帯数  6,111　   （－  4 ）

（　）内は前月との比較
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今
か
ら
約
一
万
二
〇
〇
〇
年
前
、

縄
文
土
器
が
使
わ
れ
る
縄
文
時
代

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。縄
文
土
器

に
つ
い
て
は
、こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
も
た

び
た
び
紹
介
し
て
い
ま
す
。土
器

を
使
え
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
で
、

人
々
の
食
生
活
は
大
き
く
変
わ

り
、生
活
も
向
上
し
て
い
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
ら
縄
文
土
器
の
種
類
に
は
、

深
鉢
、浅
鉢
、壺つ

ぼ

、皿
な
ど
、時
期
や

目
的
に
応
じ
た
さ
ま
ざ
ま
な
形
が

見
ら
れ
ま
す
。も
っ
と
も
多
く
見

ら
れ
る
の
は「
煮
炊
き
」を
行
っ
た

と
考
え
ら
れ
る
深ふ
か

鉢ば
ち

で
す
。今
回

は
、そ
れ
ら
の
土
器
の
中
か
ら
注
ぎ

口
を
持
ち
、特
徴
的
な
形
を
し
た

「
注
ち
ゅ
う

口こ
う

土ど

器き

」を
紹
介
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

注
ぎ
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持
つ
土
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は
、大
き

く
わ
け
て
片
口
形
と
注
口
形
の
二

種
類
が
あ
り
ま
す
。小
さ
な
片
口

が
付
く
土
器
は
、す
で
に
草
創
期

（
約
一
万
二
〇
〇
〇
～
九
〇
〇
〇

年
前
）に
出
現
し
て
い
ま
す
。前
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（
約
七
〇
〇
〇
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五
〇
〇
〇
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前
）に
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、深
鉢
に
片
口
状
の
注
ぎ

口
を
付
け
た
土
器
が
見
ら
れ
ま

す
。現
在
の
片
口
鍋
の
よ
う
な
形

の
も
の
で
す
。中
期（
約
五
〇
〇
〇

～
四
〇
〇
〇
年
前
）に
は
注
ぎ
口

の
付
い
た
深
鉢
や
浅
鉢
が
出
現
し

ま
す
。壺
形
の
も
の
、瓢
ひ
ょ
う

箪た
ん

形が
た
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も
の
も
み
ら
れ
ま
す
。後
期（
約

四
〇
〇
〇
～
三
〇
〇
〇
年
前
）以

降
に
は
、土
瓶
や
急
須
に
似
た
形
の

注
口
土
器
が
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
全
国
的
に
広
が
り
ま
す
。特
に

東
北
地
方
、関
東
地
方
で
盛
ん
に

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。そ
の
な
か
に
は

美
し
い
装
飾
を
施
し
た
も
の
や
漆

が
塗
ら
れ
た
も
の
な
ど
も
あ
り
ま

す
。

　

そ
の
形
か
ら
、深
鉢
で
は
注
げ

な
い
液
体
を
入
れ
た
器
と
考
え
ら

れ
、蓋ふ
た

が
付
け
ら
れ
た
も
の
も
あ
り

ま
す
。ま
た
、土
器
の
中
に
入
る
容

量
も
さ
ほ
ど
多
く
な
い
こ
と
か
ら
、

日
常
生
活
で
使
っ
た
も
の
で
は
な

く
、祭
り
や
儀
式
で
使
用
し
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。酒
や
薬
な
ど
を

入
れ
て
い
た
と
い
う
説
や
血
を
入
れ

古館遺跡出土の注口土器


